
音楽科学習指導案 

 

 

                                      
１ 単元名   

曲の構成に注目して曲想の変化を味わおう（２年 鑑賞『交響曲第５番 ハ短調』） 
２ 本時の主眼 
  『交響曲第五番 ハ短調』を作曲したベートーヴェンについて学習する場面で、彼の生い立ちや手がけた楽

曲について知ることを通して、ベートーヴェンについての理解を深めることができる。 
３ 本時の位置（全３時間扱い中 第１時） 
＜前時＞なし 
＜次時＞交響曲第五番を聴き、使われている楽器に注目し、オーケストラやソナタ形式について学ぶ。 
 

４ 指導上の留意点 
  ・耳が聞こえにくいという状態が想像しづらい生徒もいる可能性があるため、難聴の状態を体験するという

活動を取り入れ、ベートーヴェンの作曲における苦労をより強く感じることができるようにする。 

５ 展 開 

過程 学習活動 予想される生徒の反応や意識（◎） 教師の支援（・）と 評価 時間 

導 
 

入 

１ ベートーヴェン

が作曲した曲の

一部分の演奏を

聴き、気づいた

ことを挙げる。 

 

２ ベートーヴェン

の肖像画を提示

し、彼に対する

イメージを挙げ

る。 

 

 

◎どちらもどこかで聴いたことがあるよ。 

◎CMで流れていた。 

◎二曲とも作曲したのが同じ人なんじゃない

かな。 

◎二曲ともベートーヴェンが作った曲だよ。 

 

◎たしか耳が聞こえなかったんだよね。 

◎トルコ行進曲を作った人だよね。 

◎なんだかすごく厳しい人に見えるなあ。 

◎お風呂に入っていなさそう。 

◎怖い人だったのかな。 

・ピアノソナタ「月光」第一楽章の冒頭部分と、

ピアノソナタ「悲愴」第二楽章の冒頭部分を

ピアノで演奏し、二曲の共通点がどのような

ものかについて問いかけることで、この先の

ベートーヴェンについての学習に意識を向

けることができるようにする。 

・ベートーヴェンの肖像画を提示し、生徒が持

つベートーヴェンに対するイメージを引き

出すことで、ベートーヴェンが本当はどのよ

うな人物であるのかについて知りたいとい

う意識をもつことができるようにする。 

５

分 

 

 

 

 

５

分 

授業日時   令和元年 ９月９日 (月) 第４校時 
授業学級    ２年D組 男子１９名 女子２１名 計４０名 
授業会場        音楽室 
授 業者               
指導教員              

学習課題 ベートーヴェンがどのような人物であったのか知ろう！ 

 

 



展 
 
 
 
 

開 

３ ベートーヴェン

ンの生い立ちに

ついて知る。 

 

 

 

 

 

４ 難聴がどのよう

なものなのか体

験する。 

 

５ ベートーヴェン

の書いた遺書を

読む。 

 

 

 

 

 

６ 交響曲第九番を

聴き、感じたこ

とを挙げる。 

◎ベートーヴェンはつらい過去をもっていた

んだね。 

◎ベートーヴェンのお父さんはひどいよ。 

◎耳が聞こえないのにどうやって作曲してい

たんだろう。 

◎音楽家にとって耳が聞こえないというのは

致命的だと思う。どうやって乗り越えたんだ

ろう。 

◎ものすごく遠くで音が鳴っているようだ。 

◎とてももどかしい思いをしながら作曲して

いたんだろうな。 

 

◎ベートーヴェンにとって音楽は、自害を思い

とどまらせるほど重要なものであったんだ

な。 

◎耳が聞こえなくなっても音楽を放棄して死

んでしまってはならないというベートーヴ

ェンの使命感のようなものが感じられる。 

 

 

◎この曲は聴いたことがあるよ。 

◎年末のコンサートで演奏されている曲だよ。 

◎耳が聞こえないのにこんなにもたくさんの

楽器の楽譜を作るなんて、どうやったんだろ

う。 

◎耳が聞こえないのにどうして指揮を振るこ

とができたんだろう。 

◎つらいことがあったけど、それを乗り越える

ことができたベートーヴェンの喜びのよう

なものが感じられる気がする。 

◎自分の曲がどんな曲かわからないというの

はとても悔しいことなんじゃないかな。 

 

 

・パワーポイントを用いてベートーヴェンが苦

労を乗り越え作曲家として大成したという

生い立ちについて説明することで、よりベー

トーヴェンの気持ちに寄り添いながらこの

先で行う遺書を読む活動に取り組むことが

できるようにする。 

 

 

・難聴を体験できるwebページを用いて音が聞

こえにくい状況を体験することで、ベートー

ヴェンの作曲における苦労を味わうことが

できるようにする。 

・「ハイリゲンシュタットの遺書」を読むこと

で、ベートーヴェンがどんな思いで音楽を続

けていくことを決意したのかを知ることが

できるようにする。 

・遺書を読んで感じたことをワークシートに記

入するよう促すことで、ベートーヴェンがど

のような思いであったかについての自分の

考えを整理することができるようにする。 

・遺書を読んだ後にDVDを用いて交響曲第九

番を流すことで、この曲を作る時にどんな苦

労があったか、どんな思いが込められた曲で

あるのかということについて考えながら聴

くことができるようにする。 

・DVD の音を消して鑑賞することで、耳が聞

こえない状態で指揮を振るというのがどの

ようなことなのかを体験し、よりベートーヴ

ェンの気持ちに寄り添うことができるよう

にする。 
 

ベートーヴェンがどんな思いで音楽に関わ

ってきたのかについての具体的な記述がで

きているかどうか、ワークシートの内容や

発言から評価する。 

10

分 

 

 

 

 

 

 

５

分 

 

 

10

分 

 

 

 

 

 

 

10

分 

終 
 

末 

７ 本時の学習を振

り返る。 

 

 

 

◎苦しかった経験を乗り越えてあんなにも素

晴らしい曲を作ったベートーヴェンは本当

にすごいと思った。 

◎ベートーヴェンはほかにどんな曲を作った

のか知りたいな。 

・「ベートーヴェンについて初めて知ったこと

はあったかな」、「もっと知りたいことはある

かな」などと問いかけることで、本時の学び

を具体的に振り返ることができるようにす

る。 

５

分 

 

６ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ベートーヴェンってどんな人？どんなイメージ？       

 

 

〇遺書を読んでみて… 

 

〇交響曲第九番を聴いて… 

準備するもの 

・ベートーヴェン肖像画 

・ワークシート 

・遺書プリント 

・パワーポイント 

・交響曲第九番DVD 

ベートーヴェンがどのような人物であったのか知ろう！ 

 

 肖像画 




